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１．概要（Summary ） 
高温酸化環境での構造材料の耐酸化性を確保する目

的で多くの添加元素が利用されるが、必ずしもそのメ

カニズムが解明されているわけではない。新規材料の

シーズ探索を目的に、耐酸化性効果が認めれている添

加元素を含んだNi基３元合金( Ni-Cr-X, X=Cu, Sn, 

Sb ) を作製し、高温酸化環境での酸化挙動をその初

期段階から検討した。その結果、主成分であるNi、 Cr

の初期酸化に対して、それぞれ異なる作用を示し、Sb

が最も顕著な抑制作用を示した。 

 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 
高温の酸化環境で使用される鉄鋼材料には、耐酸化

性向上のために種々の元素が添加されている。その中

でもCrの効果は絶大だが、幅広い環境での適用性を獲

得するために、さらに他の元素、例えば、Cu、Sn、Sb 

やREM(希土類元素)などが添加されることが多い。こ

れら元素の組み合わせは、多くの場合、長期酸化試験

による経験則により選択されているのが現状であり、

必ずしも、それら元素の作用機構に立脚した知見によ

り決定されているわけではない。高いパフォーマンス

を示す材料の開発を効率的に進めるためにも、それら

添加元素が酸化抑制作用に対して、いつ、どの様に作

用しているかを明らかとする必要があるが、あまり詳

細な研究は進んでいない。その理由の一つは、高温の

酸化ガス共存下で、酸化初期過程から継続的に観察す

る技術に乏しいからである。本研究では、添加元素の

高温酸化環境下での存在状態を明らかにすることで、

酸化反応に及ぼす作用を調査することを目的に、表面

敏感なＸ線光電子分光法を適用し、高温酸化ガス環境

下での構造材料として広く適用されるNi基合金の初期

酸化挙動の研究を進め、Ni-X 2元系合金で検討してた1)。

さらに、耐酸化性への効果の大きなCrを添加した、Ni-Cr

合金を基本に、耐酸化性元素として、Cu,Sn,Sbを微量添

加した合金を作製し、BL23SUにて、5x10-4Paの酸素導入

下、650℃での酸化過程をXPS法で追跡した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
いずれの試料においても、1) 酸素導入しながらの高

温酸化、2) 加熱後の酸素導入の2種の実験を企画したが、

今回検討できたのは、2)のみであった。結果、特に微量

のSbを添加した材料で、Ni,Crとも初期酸化が大きく抑

制されることが確認できた。今後、詳細な解析を行い、

第3元素の作用について議論を深めたい。 
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４．その他・特記事項（Others） 
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タイプライターテキスト
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